暦をかいた三島茶碗の記 by 川添, 康次
Title曆をかいた三島茶碗の記
Author(s)川添, 康次
























































????????????????????? ?? ???? ??
????
　以上は元隷9年刊行の俳書韻塞（俳藷績七部集中の一書）所載の句ですが，
恐らく明治以前の日，月蝕の句はこれ以外にはなV・ものと思はれます．何故か
と云ひますと，子規の松羅玉液（明治29年八月24日の頃）に子規自身の日，月
蝕の句をあげた後，「因に云ふ古人に月蝕の伺は一一二首之を見たり．　日蝕の句
は未だ見しことなし」と云って居りますから．
註：寛保4年は暴馬1744年で，此の歳には下の如き日月蝕があったことが　オ
　ポルツァの書物に載ってゐます（但し，これはグレゴリオ式の太陽暦で，時
　刻は世界痔を用ひてゐます）．
　　　1744年十月6日Oli寺44分　　　　皆既日蝕
　　　　　（皆配線は北極洋に始まり，べ1リング海を横蜥し，北米の加州沖
　　　　　　にて絡る．日本では，午前中，部分蝕が見えた筈）
　　　1744年四月26日20時29分　　　　部分月蝕　　（蝕分7分2厘）
　　　　　（日本では，27日5時29分に迂り，夜明け前の西室にて，帯蝕とし
　　　　　　て見えた筈）
　　　1744年十月21日12時28分　　　　部分月食虫　　（蝕分5つ｝7厘）
　　　　　（日本では，2塒28分に誤り・暇そ麺東南の室に見えた筈）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本生）
